
令和４年度 甲賀市地域公共交通活性化協議会第２回総会  

 
 
                               
                                           
                             
 議 事 
 
 （１）報告事項 
   報告第１号 役員及び自動車部会委員の選出について（変更及び未選出分） 
 

報告第２号 甲賀市地域公共交通計画策定支援業務 受託者の決定について 
 
（２）協議事項 

   第１号議案 令和４年度収支（補正）予算 

 

   第２号議案 甲賀市コミュニティバス・コミュニティタクシーの改定について 

 

   第３号議案 甲賀市コミュニティバス路線・時刻改定について 
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報告第１号 
 
 

報告第１号 役員及び自動車部会委員の選出について（変更及び未選出分） 
 
 
 ４月 27 日に開催した第１回総会の時点で未選出もしくは第１回総会から変更があっ

たものについて以下のとおり報告いたします。 
なお、監査委員につきましては、昨年度同様、甲賀市区長連合会より推薦いただいた

委員に依頼させていただきます。 

 

 

【今回選出】 

 

     甲賀市区長連合会     長 昭男   委員（監査委員） 
      （任期：令和４年５月３０日 ～ 令和５年３月３１日） 
 
     甲賀市ＰＴＡ連絡協議会  平尾 真志  委員       
      （任期：令和４年６月１日 ～ 令和５年３月３１日） 
 
 
【委員の変更】 
  
・人事異動による 

近江鉄道株式会社     松本 康一郎 委員       
（任期：令和４年６月１６日 ～ 令和５年３月３１日） 
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甲賀市地域公共交通活性化協議会　令和４年度委員

機 関 及 び 団 体 名 職　　名 氏　　名

甲 賀 市 副 市 長 正木 仙治郎

甲 賀 市 建 設 部 部 長 樋 口 泰 司

【委員】

分　　野 機 関 及 び 団 体 名 職　　名 氏　　名 自動車部会 備　考

1 所 管 運 輸 行 政 国土交通省近畿運輸局滋賀運輸支局
首席

運輸企画専門官
野 口 英 樹 〇

1 広 域 交 通 行 政 滋 賀 県 土 木 交 通 部 交 通 戦 略 課 課長補佐 福 島 森 〇

1 道 路 管 理 者 滋 賀 県 甲 賀 土 木 事 務 所 所　長 奥 山 善 之 〇

1 所 管 警 察 （ 交 通 ） 滋 賀 県 甲 賀 警 察 署 交 通 課 交通課長 富 居 敬 介 〇

2 学 識 経 験 者 龍 谷 大 学 文 学 部 教　授 井 上 学 〇

3 市 民 代 表 甲 賀 市 区 長 連 合 会 水口地域区長会副会長 長 昭 男 〇 監査委員

3 市 民 代 表 ゆ う ゆ う 甲 賀 ク ラ ブ 土山支部会長 久 保 重 衛 〇

3 市 民 代 表 甲 賀 市 身 体 障 害 者 更 生 会 会　長 増 田 定 雄 〇

3 市 民 代 表 甲 賀 市 Ｐ Ｔ Ａ 連 絡 協 議 会 土山支部副支部長 平 尾 真 志 〇

3 関 係 団 体 （ 福 祉 ） 社会福祉法人甲賀市社会福祉協議会 法人運営部副部長 湯 次 耕 大 〇

3 関 係 団 体 （ 商 工 ） 甲 賀 市 商 工 会 事務局長 吉 川 徹 〇 監査委員

4 鉄 道 事 業 者
西 日 本 旅 客 鉃 道 株 式 会 社
近畿統括本部京都支社地域共生室

室　長 野 口 明

4 鉄 道 事 業 者 近 江 鉄 道 株 式 会 社 執行役員鉄道部長 松本 康一郎

4 鉄 道 事 業 者 信 楽 高 原 鐵 道 株 式 会 社 常務取締役 松 田 直 道

4 バ ス 協 会 一 般 社 団 法 人 滋 賀 県 バ ス 協 会 専務理事 野 村 義 明 〇

4 タ ク シ ー 協 会 一般社団法人滋賀県タクシー協会 専務理事 松 尾 武 文 〇

4 一 般 乗 合 滋 賀 バ ス 株 式 会 社 代表取締役 隠 岐 公 史 〇

4 一 般 乗 合
株式会社シガ･エージェントシステ

ム
代表取締役 松 岡 政 敏 〇

4 一 般 乗 合 帝 産 湖 南 交 通 株 式 会 社 専務取締役 喜 多 正 美 〇

5
一般旅客自動車運送事業者の事業
用自動車の運転者が組織する団体

私 鉄 労 働 組 合 滋 賀 県 協 議 会 幹　事 田 中 徳 〇

6 一 般 乗 用 滋 賀 タ ク シ ー 株 式 会 社 業務課長 山 本 義 行 〇

6 一 般 乗 用 た ぬ き タ ク シ ー 株 式 会 社 取締役 林 輝 彦 〇

6 一 般 乗 用 株式会社ビジネスサービス滋賀 部　長 大 伴 裕 二 〇

7 甲 賀 市 職 員 甲 賀 市 総 合 政 策 部 次　長 吉 川 寛 〇

7 甲 賀 市 職 員 甲 賀 市 産 業 経 済 部 次　長 近 藤 直 人 〇

7 甲 賀 市 職 員 甲 賀 市 健 康 福 祉 部 次　長 伴 統 子 〇

7 甲 賀 市 職 員 甲 賀 市 教 育 委 員 会 事 務 局 次　長 村 地 昭 彦 〇

7 甲 賀 市 職 員 甲 賀 市 建 設 部 次　長 藤 橋 克 志 〇 自動車部会長

課　長 村 田 稔 明 事務局長

係　長 中 村 正 太

主　査 服 部 淳 平

主　事 田 中 亮 平

主　事 井 用 一 馬

事務局 甲 賀 市 建 設 部 公 共 交 通 推 進 課

役　職

会　　長

副 会 長

備　考

(敬称略)

の箇所について、変更がありました。
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報告第２号  
 
 
 

甲賀市地域公共交通計画策定支援業務 受託者の決定について 
 
 
 

  甲賀市地域公共交通計画策定支援業務委託について、公募型プロポーザル方式に
より受託候者の選定を行いました結果、次のとおり決定いたしましたので報告いた
します。 
 
 
 
１ 委託番号   令和 ４ 年度  第 １ 号  
 
２ 委託名称   甲賀市地域公共交通計画策定支援業務委託 
 
３ 履行場所   甲賀市一円 
 
４ 履行期間   令和 ４ 年 ７ 月 １５ 日から 
         令和 ５ 年 ３ 月 ２９ 日まで 
 
５ 業務委託料  金 １１,６６０,０００ 円（税込） 
 
６ 受託者    大津市中央３丁目２番１号セザール大津森田ビル 
          中央復建コンサルタンツ株式会社 滋賀営業所  

所長 尾 川  憲 市  
 
７ 今後の予定  令和４年 ９月下旬・・・課題整理、計画基本方針の作成 
             １０月上旬・・・活性化協議会（基本方針の審議） 

令和５年 ２月上旬・・・計画素案の作成 
２月下旬・・・活性化協議会（素案の審議） 

令和５年 ４月  ・・・パブリックコメント 
     ５月下旬・・・活性化協議会（計画案の審議） 

令和５年   ７月      ・・・計画の策定 
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収入の部 （単位：円）

負担金 28,626,000 16,526,000 12,100,000 3,273,000 25,353,000 甲賀市負担金

繰越金 619 △ 619 繰越金

補助金 2,000,000 2,000,000 0 2,000,000 計画策定国庫補助金

諸収入 200,000 200,000 200,381 △ 381
時刻表への広告掲載料
　50,000円×4者＝ 200,000円

合　計 30,826,000 18,726,000 12,100,000 3,474,000 27,352,000

支出の部 （単位：円）

会議費 173,000 173,000 130,000 43,000 会議茶代、委員謝礼等

事務費 30,000 30,000 20,000 10,000 振込手数料、郵送代

事業費 30,623,000 18,523,000 12,100,000 3,323,000 27,300,000

時刻表（エリア版）作成   　500,000円
デザイン　　　　　　　　　  　300,000円
時刻表（全域版）作成　  1,870,000円
デザイン　　　　　　　 　　   400,000円
フリー乗車券作成　　　　  　53,000円
その他時刻表改定           200,000円
地域公共交通計画策定業務
                                13,500,000円
交通環境学習（映像・ノベル
ティ・業務委託等）　　　 1,000,000円
利用促進啓発事業　　     200,000円
シェアサイクル導入実証　 500,000円
【今回補正分】
ICT関連事業　　　　　  12,100,000円
　詳細は、別紙のとおり

予備費 1,000 △ 1,000

合　計 30,826,000 18,726,000 12,100,000 3,474,000 27,352,000

比較増減
（D-B）

備　　考

令和４年度収支予算

科目

科目
本年度予算額

（D=A+C）
前年度

予算額（B）
当初

予算額（A）
補正額（C）

本年度予算額
（D=A+C）

比較増減
（D-B）

備　　考
前年度

予算額（B）
当初

予算額（A）
補正額（C）

第１号議案
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１．事業概要

２．実施する取り組み内容

第１号議案　補足説明資料

赤字個所が、本協議会が主体的に実施する事業となります。
※費用については、事業費の９０％が国から支援されます

②スマートバス停設置事業
　令和３年３月に、利用者が多いバス停や交通結節点などの主要バス停に「スマートバス停」として、「バスロ
ケーションシステムに対応したデジタルサイネージ」を導入した。
　今回、利用者や路線数が多いバス停の中で、サイネージを導入できていないバス停３箇所に新たに設置
する。
　　〇市役所（西友前）バス停
　　　・利用者やICT機器を雨風から守る上屋を新設
　　　・バスロケーションシステムに対応したデジタルサイネージを導入
　　　・公共交通情報等を閲覧できるタッチパネル対応のデジタルサイネージを導入
　　　・アプリで予約・決済が可能なシェアサイクルシステムを導入　　　　　　計　3,000,000円
　　〇市役所（東側玄関前）バス停、甲賀病院バス停、近江土山駅
　　　・バスロケーションシステムに対応したデジタルサイネージを導入

③デジタル定期券の導入            計　2,000,000円
　専用のアプリを活用し、スマホの画面が定期券となる「デジタル定期券」システムを導入する。
　　・キャシュレス購入が可能となることで、販売促進が期待できる。
　　・現在、現金での購入、手作業で運用管理を行っているが、導入により事務経費の削減
　　だけでなく、不正利用の防止も期待できる。

③予約型デマンド交通のインターネット予約の導入　　　　　　計　2,500,000円
　スマホを活用して、コミュニティタクシーの予約ができるシステムを導入する。
　　・スマホ等に表示されるエリア図等からバス停を指定して予約でき、目的地最寄りの停留所
　　が不明であっても図からバス停を探すことも可能となる。
　　・鉄道、バス車内など、移動途中や営業時間外にインターネットを活用しての予約が可能となる。
　　・現在の受付事務は、電話予約のみであるが、導入後は、電話応対等に要する事務手間の削減
　　や、予約内容の確認もでき、誤予約の回避につながることが期待できる。

④公共交通情報の見える化
　公共交通情報に特化した独自のWEBページを開設し、様々な情報をスマホ等で確認できるよう、その提供
に努める。
　  ・運行情報やWEB時刻表を表示する（路線図等からバス停を指定し、時刻表を表示）。
　  ・利用促進に関する便利な情報（観光案内等）や公共交通機関の利用状況などを表示する。
　　・有益な情報を提供することにより、認知度を向上させ、利用促進を図る（コミタクの利用方
　  法、バスロケーションシステム、各種乗換検索システムなど）。　　　　　　計　4,300,000円
　  ・利用状況等のデータを集約するシステムを導入し、路線の再編に活用する。

　
　地域の活性化や少子高齢化や環境問題への対応といった観点から、持続可能な公共交通を構築するた
め、過度な自動車利用から公共交通等を利用することを促す「モビリティマネジメント」を強く進めていくた
め、国のデジタル田園都市国家構想推進交付金(デジタル実装タイプTYPE1)事業にて、ICTを活用した「ス
マートモビリティマネジメント」を実施します。

スマートモビリティマネジメント事業
デジタル田園都市国家構想推進交付金(デジタル実装タイプTYPE1)

①スマートモビリティマネジメント事業の周知　　　　　計　300,000円
　実施する事業をポスター掲示等で周知します。また、操作方法の説明チラシ等を作成します。
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②スマホ定期券の導入
③予約型デマンド交通のインターネット予約の
導入

３．事業のイメージ

①スマートバス停の設置
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④公共交通情報の見える化
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甲賀市コミュニティバス・コミュニティタクシーの改定について 

 

【甲南地域】 

 

改定を行う路線 

 

・E2 環状線 

・甲南コミタク西エリア 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２号議案 
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 E2 環状線 ・甲南コミタク西エリア                                   

・環状線のバス停留所「大明北」の廃止について 

・甲南コミタク西エリア停留所「大明北」の新設について 

 

 現在、環状線の「大明北」停留所については、民地の敷地内に設置されています。 

この度、同敷地が使用できなくなることから、停留所についても令和４年９月３０ 

日をもって廃止とします。 

 付近にバス車両が安全に停車することのできる場所がないことから、代わりの移動

手段を確保するため、令和４年１０月１日から、新たに甲南コミタク西エリアの停留

所として、「大明北」を新設します。甲南コミタクは、タクシー車両を活用した公共交

通であり、予約があった場合にのみ運行します。コミタクを利用することで、環状線

と同様、「甲南地域市民センター」「甲南駅」「フレンドマート」「甲南病院」等へ移動

することができます。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大明北（コミタク専用として新設） 

大明北（現在の位置：廃止とする） 

今後利用できない土地 
見通しが
悪いカー
ブ で あ
り、停留
所の設置
が困難 

環状線運行ルート 

環状線運行ルート 
（バス停廃止に伴い、運行をや
めるルート[路線の廃止] ） 
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現在の大明北停留所（廃止予定） 

現在の「大明北」停留所については、民地上にあり、コミバス環状線を利用すること

ができます。今後、同敷地が使用できなくなることから、当停留所を廃止とします。 
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新設しようとする大明北停留所 

廃止となるバス停留所に代わり、新たにコミタク専用の停留所「大明北」を新設し

ます。これまでのバス路線と同様、コミタクを利用することでフレンドマートや甲

南駅等の主要施設へ移動することができます。 

●大明北 
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甲賀市コミュニティバス路線・時刻改定について 

 

【信楽地域】 

 

改定を行う路線 

 

・F3 田代・畑・陶芸の森巡回線 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第３号議案 
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 F3 田代・畑・陶芸の森巡回線                                     

・イベント期間中における臨時便の増便 

 

令和４年９月１７日（土）から９月１９日（月・祝）までの期間（延期の場合は令

和４年１１月４日（金）から１１月６日（日）までの期間）、滋賀県立陶芸の森におい

て「第２７回信楽セラミック・アートマーケット in 陶芸の森２０２２」が開催され

ます。 

同イベントについては、集客力が非常に大きく、国道３０７が大渋滞し、ピーク時

には長野交差点を先頭に水口向きが９ｋｍ、朝宮向きが４．５ｋｍの混雑が予想され、

信楽町の主要道路が麻痺状態となることが懸念されます。 

そのため、信楽高原鐵道紫香楽宮跡駅周辺に駐車場を確保し、パークアンドライド

により、鉄道で信楽駅へ来られた利用客を陶芸の森へ輸送するために、信楽高原鐵道

信楽駅と陶芸の森を往復する形でイベント期間中に限り臨時便を増便します。公共交

通での移動手段を確保することで、国道の渋滞解消を図ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

陶芸の森 

信楽駅   バス臨時便 

紫香楽宮跡駅 

パークアンド
ライド駐車場 
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1 9:10 9:20 1 9:40 9:50

2 12:00 12:10 2 12:30 12:40

3 15:00 15:10 3 15:30 15:40

4 17:10 17:20 4 17:40 17:50

信楽駅（着）

信楽駅-陶芸の森前　臨時バス時刻表

期間：2022年9月17日(土）～9月19日（月・祝）　 3日間

便号 信楽駅（発）  陶芸の森前（着） 便号  陶芸の森前（発）

(予備日：2022年11月4日(金・祝）～11月6日（日）　 3日間）

 

 

 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
臨時便の運賃については、他のコミュニティバス路線と同額とし、以下の運賃表記

載の金額を適用します。（定期券、フリー乗車券、回数券を使用しての乗車も可能で

す。） 
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9:50 信楽駅発 16:00 信楽駅発

10:40 信楽駅着 16:47 信楽駅着

10:50 信楽駅発 17:05 信楽駅発

11:34 大石小学校着 17:40 信楽温泉着

11:45 大石小学校発 17:41 信楽温泉発

12:35 信楽駅着 18:11 信楽駅着

イベント時、
国道307号の
渋滞により、
大幅な遅延を
伴う。

①の遅延に伴
い、②につい
ても、大幅な
遅延となる。
そのため、①
を運休とする
ことで、②の
遅延を防ぐ。

③の遅延に伴
い、④につい
ても、大幅な
遅延となる。
そのため、③
を運休とする
ことで、④の
遅延を防ぐ。

①の遅延に伴
い、②につい
ても、大幅な
遅延となる。
そのため、①
を運休とする
ことで、②の
遅延を防ぐ。

③の遅延に伴
い、④につい
ても、大幅な
遅延となる。
そのため、③
を運休とする
ことで、④の
遅延を防ぐ。

↓

④
↓

多羅尾線復路8便

↓

イベント時、
国道307号の
渋滞により、
大幅な遅延を
伴う。

↓

田代・畑・陶芸の森
巡回線10便

↓

↓

④
↓

多羅尾線往路8便

↓

朝宮線復路7便

↓

①

②

②

③田代・畑・陶芸の森
巡回線4便

↓

↓

↓

朝宮線往路6便

↓

↓

↓

↓

 F3 田代・畑・陶芸の森巡回線                                     

・イベント期間中における田代・畑・陶芸の森巡回線４便と１０便と運行取りやめに

ついて 

 

 田代・畑・陶芸の森巡回線については、以下表のような車両運用となっております。 

陶芸の森においてイベントが開催される際、国道３０７号線が大渋滞となり、その

区間を運行する同路線の①と③の便について、大幅な遅延の発生が懸念されます。ま

た、この遅延により、後続の②と④の便についても同様の遅延が発生します。利用者

にとってはバスがいつ来るかわからない状況となり、ご不便をおかけすることとなり

ます。 

 この度、①の便（田代・畑・陶芸の森巡回線４便）と③の便（田代・畑・陶芸の森

巡回線１０便）をイベント期間中（令和４年９月１７日から９月１９日までの期間）、

運行を取りやめることで、後続の便（図１－②、④）についての遅延を防止し、状況

の改善に努めるものです。 
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イベント期間中のみ（９月１７日（土）から９月１９日（月）まで）運休 
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